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質
問　

本
年
４
月
か
ら
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
運
行
の
改
善
策
が

実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
約
８
カ

月
経
過
し
て
、
ど
の
よ
う
な
改

善
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）　

４

月
の
１
日
の
平
均
利
用
者
数
は

11
・
４
人
だ
っ
た
が
、
10
月
の

１
日
の
平
均
利
用
者
数
は
14
人

と
伸
び
て
い
る
。
平
均
稼
働
率

は
90
％
。
運
行
車
２
台
の
う
ち
、

定
員
９
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の

乗
車
が
可
能
に
な
り
、
車
椅
子

（
折
り
畳
み
）
も
後
ろ
に
乗
せ

る
こ
と
が
で
き
、
利
便
性
が
増

し
て
い
る
。
ま
た
、
１
時
間
ご

と
の
運
行
便
へ
変
更
し
た
こ
と

に
よ
り
、
当
日
予
約
が
可
能
に

な
り
、
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
。

質
問　

予
約
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

適
正
配
置
と
い
う
改
善
に
つ
い

て
は
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）　

４

月
の
時
点
で
委
託
業
者
に
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
適
し
た
人
員
配
置

と
社
員
教
育
を
徹
底
さ
せ
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
の
で
、
苦
情

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　

複
数
の
事
業
者
に
よ
る

運
行
体
制
へ
の
検
討
は
。
今
後

の
地
域
公
共
交
通
の
構
想
は
。

答
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）　

本

村
に
本
社
ま
た
は
営
業
所
の
あ

る
事
業
者
に
デ
マ
ン
ド
交
通
事

業
へ
の
参
入
の
意
思
に
つ
い
て

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
一
般
乗
合

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
経
営

許
可
等
の
諸
事
情
に
よ
り
、
現

時
点
で
は
参
入
の
意
思
が
な
い

と
い
う
回
答
を
得
て
い
る
。
今

後
と
も
毎
年
意
思
の
確
認
を
し

て
い
き
た
い
。

答
弁
（
村
長
）　

本
村
が
参
加

し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
で
あ

れ
ば
、
圏
域
の
中
で
地
域
公
共

交
通
を
維
持
し
て
い
く
発
想
は

で
き
る
と
考
え
る
。
そ
の
圏
域

の
中
の
民
間
事
業
者
の
同
意
が

得
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
で
き
る

の
が
望
ま
し
い
。
関
係
す
る
自

治
体
が
多
く
な
る
ほ
ど
難
し
い

が
、
稲
敷
広
域
の
中
で
自
由
に

デ
マ
ン
ド
（
相
互
乗
り
入
れ
）

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
利
便

性
が
か
な
り
上
が
る
と
考
え
る
。

公
民
館
閲
覧
室
の
利
用

村
民
以
外
で
も
許
可
を

デ
マ
ン
ド
交
通
改
善
効
果
は

質
問　

中
央
公
民
館
の
閲
覧
室
、

空
席
が
あ
れ
ば
、
村
民
以
外
で

も
学
生
証
の
提
示
等
で
利
用
を

認
め
て
ほ
し
い
。

答
弁
（
教
育
長
）　

現
在
の
美

浦
村
中
央
公
民
館
管
理
規
則
で

は
、
利
用
で
き
る
の
は
、
美
浦

村
に
居
住
・
在
学
・
在
勤
及
び

県
南
地
区
に
居
住
す
る
者
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
規
則
の

中
に
は
、
公
民
館
長
が
特
に
認

め
た
場
合
に
は
許
可
す
る
と

載
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
柔

軟
に
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

岡
お か

沢
ざ わ

　清
きよし

議員

個人の学習等に使われる閲覧室


